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平成12(2000)年4月、一人ひとりが自分らしく生きる

ことのできる豊かで活力のある男女共同参画社会の実現

を図るための拠点施設として『相模原市立男女共同参

画推進センター（ソレイユさがみ）』が開館し、今年で 20

年になります。同年７月には「さがみはら男女共同参画

都市宣言」を県下で初めて行いました。 

館内にあるレリーフは、現在の指定 

管理者（NPO法人サーラ）の前身 

であります「相模原市女性団体連絡 

協議会」から寄贈されたものです。  

宣言の言葉には、先駆者の思いと 

決意が込められています。 

「ソレイユさがみ」 開館20周年！ 

平成16年には「さがみはら男女共同参画推進条例」が

施行され、指定管理者制度の導入で「特定非営利活動 

法人男女共同参画さがみはら(通称:NPO法人サーラ)」

が管理運営を受託し、現在のソレイユさがみが誕生しまし

た。第１期から第 4 期（平成 16～30 年）まで、NPO

法人サーラの経験と活動を生かし、多様かつ専門的な事

業を時代や市民のニーズに合わせ行ってきました。昨年度

から第５期（令和元～５年）も受託し、管理運営のコ

ンセプト：「ゲストからスタッフへ・参加から参画へ」を軸に新

たな事業を展開しています。 

 開館して 20 年の歩みは、今後パネル展にて詳しく展示

させていただきます。乞うご期待!! 

                    

ソレイユさがみ登録団体連絡会 20周年に寄せて 

女性をとりまく諸問題の解決及び男女共同参画

社会の実現を図ることを活動目的とした登録団体

の皆様には、ソレイユさがみの事業に参加・協力を

お願いしています。 

①ソレイユフェスタへの参加… 

活動発表やパネル展示、 

ワークショップ等 

②事業への協力…登録団体 

連絡会、さんかくサロンでの 

活動内容発表、施設内清掃、 

ミニギャラリーの利用等 

◇登録団体のメリット 

①施設の部屋を、基本使用料の半額（50％ 

 減免）で利用できます。 

②施設の利用申込が、1 か月早くできます。 

③ミーティングルームやロッカーの利用ができます

＊登録団体の要件等詳細はお問い合わせください 

         

 

ソレイユさがみ登録団体は、現在 99団体が活動しております。

「相模原市立男女共同参画推進センター」と正式名称で書きますと

いかにも堅苦しく、何か特別な団体だけが利用しているように誤解さ

れがちですが、そうではありません。活動趣旨を幅広くとらえ、門戸は

広く開かれており、登録団体として活動している間に「男女共同参

画」の意味が自然とわかってくることも良い点ではないでしょうか。   

無論、「男女共同参画」の研究・啓発活動をしている団体は沢山

あります。そのような団体には更に深耕していただき、その他の団体に

も、団体同士がコラボレーションする機会の創出や、活動領域を広げ

るチャンスがあります。   

また、年に一度の「ソレイユフェスタ」は多くの登録団体が日頃の 

活動成果を発表する機会で、これは登録団体だけでなく関係機関

や事務局も一致協力、総力を挙げて取り組みます。20 周年を機に 

今後も関係者すべてがWin-Win の関係で更に発展をさせていきた 

いものです。         登録団体連絡会 会長  室本 惇 

 

ソレイユさがみ登録団体について 



編集後記   新年度が始まりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、ソレイユさがみは 5月 13 日まで休館しています。 

そんな中、平成 12 年にスタートしたソレイユさがみは、男女共同参画社会の実現に向けて、熱い思いを重ねつつ、ここに 

20 年の節目を迎えました。このあゆみを踏まえ、さらに活動の熟成を目指し意を注いでまいります。     (湯田、渡邉) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本商店街協同組合  理事長 古橋 裕一 

昭和40年に相模原市内ではじめて法人化申請を行い、以後橋本駅周辺の商業の発展と共に拡大を果たしてきた商店街

です。市内商店街の中では 1位を誇る約 150 件の会員数がおり、世代交代がスムーズに行われた 

ことで役員は若返り、女性役員も数名活躍しています。さらに、県内の商店街としては初めてとなる、 

スマートフォン向けアプリ「橋本アプリ」を開発し、お客様に愛される活力と潤いのある商店街を目指して 

地域の皆様とのコミュニケーションをはかる事業・イベントに取り組んでおります。 

橋本アプリへ地域団体の情報掲載が可能です。※お問い合わせは商店街事務局まで。 

 

バンビ  代表 髙井 陽子               

 「感じる心」を大切に、生のピアノの音と声にこだわって、ベビーちゃん(６か月)から年少さんまで、親子で親しみやすい(でも本格

的な)リトミックを心がけています。お母さんの育児の不安を軽減し、リトミックを通して親子のコミュニケーションをはかっています。 

お歌が大好きな子、テレビの前で音楽に合わせて踊っちゃう子、集まれ～！初めての音楽体験にぜひリトミックを！ 

随時入会OK です。まずは無料体験お待ちしています♪ 

 

 

性別にかかわりなく、その個性と能力を十分発揮するこ

とができる｢男女共同参画社会｣の実現を図るため、ソレ

イユさがみで実施する事業（委員会活動）等の企画・

運営に参画いただける市民ボランティアを募集中です。 

 

委員会 活動内容 

企画事業委員会 講座・講演会の企画・運営など 

 

情報委員会 

情報コーナーの運営 

ニュースレター等情報誌の発行 

など 

 

交流事業委員会 

さんかくサロン（毎月第二月曜

日）・子育ておしゃべりサロン

（毎月第三月曜日）の企画・

運営など 

 

※詳しくはソレイユさがみまで 

  TEL：042-775-1775 

 

 

 

 

        

 男女共同参画事業とは？ 

『男女共同参画社会』とは、性別にかかわりなく、その個

性と能力を十分に発揮することができる社会をいいます。 

世界経済フォーラムが発表した『ジェンダーギャップ指数

2020』の国際比較では、日本は 153 カ国中 121位に 

ランクされました。(前回 149 か国中 110位)政治分野等

への女性の参画が国際的に見て進んでいないことが指摘さ

れています。また、男女間の賃金格差、育児・家事へ参画

する男性割合の低さなど多くの問題があります。そのような

社会的背景をふまえ、地域の身近な課題に男女共同参

画の視点をもって取り組む企画の応募をお待ちしています。 

  

市民企画セミナ－企画募集！    市民ボランティア募集案内 

ソレイユさがみ登録団体PRコーナー 


